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問 1(1) てこのつりあいは、うでの長さとおもりの重さだけで決まり、つるす糸の長さは関係ない。 

(2) 左右のうでの長さの比が 10 cm : 40 cm = 1 : 4 なので、おもり Aの重さは 10 g の 4分の 1 で、2.5 g。 

(3) 上の棒で、右のうでには 10 g + 10 g = 20 gの 重みがかかっている。左右のうでの長さの比が 1 : 3 なの

で、おもり B の重さは 20 g×3 = 60 g。 

問 2(1) 一番右下の棒から考える。左右のうでの長さの比が 1 : 3 、右の白いチョウが 2 g であるから、左のお

もりは 2 g×3 = 6 g となり、棒全体にかかる重さは 2 g + 6 g = 8 g。これが 2番目の棒の右うでにかかる。2

番目の棒は左右のうでの長さの比が 1 : 3 、右うでにかかる重みが 8 g であるから、左のおもりは 8 g × 3 

= 24 g。2番目の棒全体にかかる重さは 8 g + 24 g = 32 g。最後に、一番上の棒について考える。右のうで

にかかる重みは 32 g、左のうでにかかる重みは 12 g で、左右の重みの比は 12 : 32 = 3 : 8。よって、左右の

うでの長さの比は 8 : 3 であるから、矢印の部分の長さは 8 cm。 

(2) 左下の棒からみると、C は 9 g ÷3 = 3 g（黒いチョウ 1 個）。その上の棒の左の重みは 9 g + 3 g = 12 gな

ので、D は 12 g（黒いチョウ 4 個）。次に、白いチョウのつるしてある棒について考える。左側の重みは、

右側（白いチョウ 2 g）の 3 倍で 6 g。この 6 g の重みを下の棒の E と F で分担するので、E と F はどちらも

3 g（黒いチョウ 1個）。黒いチョウの個数は、CDEF の合計 7 個にもともと描かれている黒いチョウ 3 個を

足して、10個。 

 

 2  

問 1(1) ペットボトルのふたを開けたことで、ペットボトル内に閉じ込められていた気体（二酸化炭素）がペッ

トボトルの外に出てくる。 

(2) 炭酸水は、二酸化炭素が水に溶けたものである。 

問 2(1) 二酸化炭素は、温度が低いほどたくさん水に溶ける。炭酸水中の二酸化炭素をなるべく短時間で追い出

すには、温めたり、ペットボトルを振った後にふたを開けるという操作を繰り返したりすればよい。 

(2) 開封前のペットボトルの重さから、ペットボトル、ふた、(1)の操作後の炭酸水の重さを引けば、開封前

の炭酸水に溶けていた気体の重さを計算することができる。開封前のペットボトルの重さの他に、(1)の操作

後の炭酸水が入ったふたなしペットボトル（イ）と、ペットボトルのふた（ウ）の 2 つが必要である。 

(3) (2)の値を用いて計算をする。530.1－(524.2＋2.7)＝3.2 より、3.2 g 

また、(2)の選択肢（ウ）（エ）（カ）の 3つの値用いて、以下のように計算することもできる。 

530.1－(698.8－198.5)－26.6＝3.2 より、3.2 g 

問 3 手順 1で入れた塩酸が反応せずに残っているときには、チョークの重さが増えるほど、手順 2 と手順 3 の

重さの差も増える。塩酸がすべて反応した後は、チョークの重さが増えても、手順 2 と手順 3の重さの差は変

化しなくなる。 

(1) ペットボトル③でチョーク 7 gを入れたときまでは、塩酸は反応せずに残っていて、チョークの重さが増

えるほど、重さの差も増えていることがわかる。①よりチョーク 1 gにつき、1.02/3＝0.34 より 0.34 g 重さ

の差が増えるので、チョーク 5 gを入れて同様の実験を行うと、重さの差は 0.34×5＝1.7 より 1.7 g になる。 

(2) (1)より、チョーク 1 g につき重さの差は 0.34 g 増える。塩酸が十分にあるとき、チョーク 10 gあたりで

は重さの差は 0.34×10＝3.4 より 3.4 g になる。しかし、ペットボトル④でチョーク 14 gを入れても重さの

差は 2.95 g にとどまることから、重さの差が 2.95 g になるところで塩酸がすべて反応し、チョークの重さ



が増えても、重さの差は 2.95 g 以上にはならないということがわかる。3.4＞2.95 より、チョーク 10 g を入

れて同様の実験を行うと、重さの差は 2.95 gになることがわかる。 
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問２ 

①タラコはタラの卵、カズノコはニシンの卵である。 

②イカ、ホタテ、エビは無セキツイ動物に分類される。 

③ 選択肢の中で足に節があるのはエビのみである。 

問３ 貝類は巻貝と二枚貝に分類できる。ホタテは二枚貝であるため、同じ二枚貝に分類されるハマグリを選択

する。また、節足動物もいくつかのグループに分類できる。エビとカニは甲殻類に分類されるが、セミは昆虫

である。そのため、エビに最も近いものとしては、カニを選択する。ヒトデはウニやナマコと同じグループで

ある棘皮動物に分類される。 

問４(1) イクラはサケの卵である。トビウオの卵はとびっこと呼ばれ、市販されている。 

(2) 1gあたりの卵の数を計算し、300gあたりの卵の数を求める。 

300÷16×148 =2775 より、2775 粒である。 

(3) 魚類、両生類の卵には固い殻がないため、乾燥した状況に置かれると卵は水分を失ってしまう。一方は虫

類、鳥類の卵には固い殻があり、殻があることによって卵の内部が乾燥から守られている。そのほか、頑丈

であるという回答なども可。 
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問 1(2) 図 2 は火星食が終わった直後の図であると示されていることから、図 2 の直前まで火星が月で隠され

ている。その 10分後に、月と火星がより離れている図を選べばよい。 

(3) 月が火星の前を横切る現象が火星食なので、月よりも火星のほうが遠くにある。火星食だけでは、月と火

星の大きさや重さ、温度を比べることはできない。 

問 2(1) 780 日後ということは、2 年と 50日後である。 

(2) 火星は 687 日で太陽の周りを 360 度回っていることになるので、1日あたりに進む角度を 30倍すればよ

い。 360÷687×30＝15.7 度 

(3) 火星は 687 日で太陽の周りを一周しているので、1 年後の位置は太陽をはさんだ反対側にある。一方、地

球は 1 年後には元の位置に戻ってきているため、地球から太陽までの距離（1.5 億 km）と太陽から火星まで

の距離（1.5 億 km＋約 8145 万 km）を足した値に最も近いものを選べばよい。 

 


